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〔 方   法 〕５週齢雄性 Wistar ラットを１週間の通常食で代謝を安定化後、総蛋白質量として同量の大豆蛋
白質（SPI 群）またはカゼイン（Casein 群）を含む食餌を 10 日間投与した。その後、体重、摂餌量を測定し、血液
分析を行った。また、肝臓及び白色脂肪組織を摘出し、脂質含量を測定した。また、肝臓、白色脂肪組織における代
謝関連遺伝子やそれらをコントロールする転写因子の発現、白色脂肪組織におけるアディポサイトカイン発現に関し、
mRNA 発現レベルを Real-time RT-PCR 法により解析した。 




として、肝臓の脂質代謝関連遺伝子発現を Real-time RT-PCR 法により比較検討した。その結果、脂肪酸合成の重要
なステップを司る脂肪酸合成酵素及びアシル CoA 脱炭酸酵素の mRNA 発現が SPI 群で有意に低下していた。一方、
脂肪酸β酸化を司るアシル CoA 酸化酵素、コレステロール代謝に関わる HMG-CoA 還元酵素、LDL 受容体の発現量
に有意な差は認められなかった。さらに、脂肪酸合成に関わる多くの遺伝子群は転写因子 SREBP-1 により制御され
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脂肪組織においても脂肪酸合成酵素の mRNA 発現が SPI 群で有意に低下していた。一方、その他の代謝系遺伝子発
現に両者で差を認めなかった。また、白色脂肪組織における各種アディポサイトカインの発現を検討したところ、ア
ディポネクチンの mRNA 発現が Casein 群に対して SPI 群で有意に高く、血中濃度も SPI 群で高値であった。また、














・白色脂肪組織における血栓形成に関与する PAI-1 の発現低下 
等が認められたことから、大豆蛋白質を摂取することが動脈硬化予防に対して何らかの利点を持っている可能性を示
唆している。 
 本申請者は、肥満・生活習慣病の病態・予防、あるいはそれらに関わる関連遺伝子の知識に優れ、食品由来成分の
機能性を検証するための動物実験手法、遺伝子発現解析等の分子生物学的な解析技術等に優れることから、本申請者
が学位に値するものと認める。 
